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新春 始動！ ～第６回常陸大宮クロスカントリー大会より～
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第４回
定例会行政組織機構改編

会　期
12月7日から
21日まで

すべて原案
どおり可決

各会計補正予算
７件

事業委託
１件

市道路線廃止
１件

議員提出議案
１件

特別委員会報告
１件

条例改正
６件

指定管理者指定
１件

人事案件
２件

動　議
３件

H29
4.1
から

改
編
さ
れ
る
主
な
組
織
機
構

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス

長
山
景
樹
特
別
奨
学
金

給
付
条
例

１
室
７
部
体
制
で

す
ぐ
対
応
課
除
く

市長部局●
地
域
創
生
部
の
創
設
と
支
所

　
の
編
入

●
市
民
部
を
市
民
生
活
部
に

　
名
称
変
更

●
保
健
福
祉
部
に
こ
ど
も
課
の

　
創
設

●
経
済
建
設
部
の
分
割

　
○
産
業
観
光
部　
○
建
設
部

※
市
長
部
局
と
併
せ
て
教
育
委
員
会
組
織
も
改
編

　
○
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
を
創
設
し
、

　
　
学
校
教
育
課
・
生
涯
学
習
課
の
３
課
体
制

●
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

●
給
付
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
印
鑑

登
録
証
明
書
の
ほ
か
一
部
諸
証
明
な
ど
の

自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
平
成
29
年
２
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

給
付
に
関
す
る
要
件
を
見
直
し
、
常
陸
大

宮
市
奨
学
資
金
等
貸
与
条
例
に
よ
る
も
の

を
除
き
、
他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
資
金
の

給
付
ま
た
は
貸
与
を
可
能
と
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

議
案
第
136
号

議
案
第
135
号

議案第131号
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御前山総合支所に建つ
長山景樹氏のレリーフ



市
道
路
線
の
廃
止

指
定
管
理
者
の
指
定

用
途
廃
止
申
請
に
よ
り
、
公
共
の
用
に
供

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

路
線
で
す
。

●
廃
止

　
　
１
路
線

　
山
方
地
域

　
　
盛
金
字
中
坪

　
　
　
⑤
―
５
０
６
号
線

平
成
29
年
３
月
31
日
で
指
定

管
理
期
間
が
満
了
す
る
温
泉

温
浴
３
施
設
、
や
ま
が
た
す

こ
や
か
ラ
ン
ド
三
太
の
湯
、

ご
ぜ
ん
や
ま
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
四
季
彩
館
、
美
和
さ
さ

の
湯
の
指
定
管
理
者
を
常
陸

大
宮
市
温
泉
事
業
株
式
会
社

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

（
３
年
間
）

常陸大宮市職員の給与に関する条例等の一部改正

人　事

●人事院勧告に基づき、国家公務員の給与の改定等が行われたことを踏まえ、国に準じた措置を講ずる
　にあたり、条例の一部を改正します。（このほか３条例の一部を改正）

概要　①月例給及び特別給の改定　②一般職等に係る扶養手当の見直し
　　　③一般職等に係る介護休暇制度の拡充等

任期満了に伴い、再任に同意しました。
●教育委員会委員　星野　幸子（２期目） H29.2.23～H33.2.22（4年）
●人権擁護委員　　鈴木　泰全（６期目） H29.4.1～H32.3.31（3年）

ささの湯

四季彩館

三太の湯

議
案
第
138
号

議
案
第
139
号

議案第132号

議案第147号、148号
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　「総合支所」を「支所」にする内容を含んだ
条例です。総合支所は存続させると言い続けて
きたにもかかわらず、今議会に突然提案してき
ました。このことを知った地域住民から、「住
民サービスの低下ではないか」と不安の声が出
されているのも当然です。
　４地域の住民にとって、合併以来の大改変に
もかかわらず、事前の住民の方への説明はあり
ませんでした。このことも大変な問題です。以
上の理由から、常陸大宮市行政組織条例に反対
するものです。

反  対 金子　　卓　議員

　本条例は、より効率的な組織体制の構築を図
ることはもとより、社会情勢の変化や地方創生
等の新たな行政課題に対応するため、地域創生
部の創設をはじめ、総合支所の在り方を含めて、
市の組織体制を抜本的に見直すものです。
　よって、次年度から始まる新たな総合計画に
基づく施策を効率的かつ効果的に推進する組織
体制が確立され、その実現が図られるものと期
待し賛成します。

賛  成 坂本　繁輝　議員

採決の結果、賛成多数で可決されました。

常陸大宮市行政組織条例討 論
討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

平成28年第４回定例会議決一覧平成28年第４回定例会議決一覧
議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第131号 常陸大宮市行政組織条例　＊全部改正 総務 可決

議案第132号 常陸大宮市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総務 可決

議案第133号 常陸大宮市税条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第134号 常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第135号 常陸大宮市印鑑条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第136号 常陸大宮市長山景樹特別奨学金給付条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第137号 相互救済事業の委託について 可決

議案第138号 指定管理者の指定について　＊温泉温浴施設 経済建設 可決

議案第139号 市道路線の廃止について（⑤-506号線） 可決

議案第140号 平成28年度常陸大宮市一般会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第141号 平成28年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第142号 平成28年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第143号 平成28年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第144号 平成28年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第145号 平成28年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第146号 平成28年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第147号 教育委員会委員の任命について（鷹巣　星野　幸子氏） 同意

議案第148号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（山方　鈴木　泰全氏） 同意

議 提 第 ５ 号 奨学金制度の改善と教育費負担の軽減に関する意見書 可決

動議 川上博議員に対する議員辞職勧告の動議 可決

動議 岡﨑榮一議員に対する議員辞職勧告の動議 可決

動議 岡﨑欣也議員に対する議員辞職勧告の動議 可決

議案第131号
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◆賛否の分かれた議案等

議案
番号 件　　　　　　　名 議決

結果

議　　　　　　員　　　　　　名

黒
部　
博
英

小
原　
明
彦

大
瀧
愛
一
郎

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

坂
本　
繁
輝

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

小
森　
敏
雄

田
沢　
祐
男

川
上　
　
博

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

岡
﨑　
榮
一

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

金
子　
　
卓

議案
第131号

常陸大宮市
行政組織条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第135号

常陸大宮市印鑑条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

動議 川上博議員に対する
議員辞職勧告の動議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 除

斥○ ― ● ○ ○ ○ ○

動議 岡﨑榮一議員に対する
議員辞職勧告の動議 可決 ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ― 除

斥○ ○ ○ ○

動議 岡﨑欣也議員に対する
議員辞職勧告の動議 可決 退

席● ● 除
斥
退
席○ ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ― ● ○ ○ ○ ○

辞職勧告とは … 議会において議員に対し、辞職を求める決議を行うこと。
　　　　　　　  法的拘束力はないため、勧告に従わなくとも、法律上問題はない。

○：賛成　　●：反対 １）『－』は議長は採決に加わりません。

２）今回の動議については、各議員の一身上に関する事件であるため、
　　地方自治法第117条の規定により除斥となる。

１）

２）

２）

２）

　議会の会議進行、手続等に
関し、議員から議会に対して
出される提議。

　普通地方公共団体の議会の議長及び議員は、自己もしく
は父母、祖父母、配偶者、子、孫、もしくは兄弟姉妹の一
身上に関する事件または自己もしくはこれらの者の従事す
る業務に直接の利害関係のある事件については、その議事
に参与することができない。ただし、議会の同意があった
ときは、会議に出席し、発言することができる。

出される提議。

地方自治法第117条 とは動議 とは
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議会議員倫理審査特別委員会報告
 

１　
︻
設
置
の
経
緯
と
目
的
︼

　

８
月
10
日
、
臨
時
会
に
お
い
て
、
本
市
議
会
委
員
会

条
例
・
議
会
先
例
お
よ
び
申
合
わ
せ
を
遵
守
し
、
正
副

議
長
選
挙
と
常
任
委
員
会
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
正
副
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
複
数
の
議
員

か
ら
「
物
品
供
与
の
疑
い
」
や
、
委
員
会
構
成
や
正
副

委
員
長
互
選
に
つ
い
て
の
「
役
職
供
与
の
疑
い
」
等
の

発
言
が
出
さ
れ
た
た
め
、
議
会
運
営
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
議
員
倫
理
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
員
の

倫
理
姿
勢
の
疑
義
に
つ
い
て
調
査
す
る
旨
の
提
案
が
あ

り
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
設
置
し
た
。

 

２　
︻
審
査
事
項
︼

　

①
物
品
の
授
受
に
つ
い
て

　

②
委
員
会
の
役
職
供
与
に
つ
い
て

 

３　
︻
期
間
・
開
催
回
数
︼

　

・
８
月
16
日
か
ら
12
月
７
日　

15
回
開
催

 

４　
︻
委
員
会
の
構
成
︼

　

・
８
月
16
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で

　
　
　

委
員
長　
　

岡
﨑　

欣
也
（
11
月
28
日
辞
職
）

　
　
　

副
委
員
長　

大
瀧
愛
一
郎
（
11
月
28
日
辞
職
）

　

・
11
月
28
日　

正
副
委
員
長
の
交
代

　
　
　

委
員
長　
　

小
森
敬
太
郎

　
　
　

副
委
員
長　

武
石　

寿
長

　
　
　

委
員　

18
名
議
員

　
（
当
時
の
川
上
博
議
長
、
小
森
敏
雄
副
議
長
を
除
く
）

 

５　
︻
審
査
の
結
果
︼

　
①
物
品
の
授
受
等
に
つ
い
て

　

・
物
品
を
配
っ
た
議
員

　
　
　

川
上　

博

　

・
家
族
等
を
含
め
、
物
品
の
授
受
を
認
め
た
議
員

　
　
　

三
次
弘
史
、
小
原
明
彦

　

・
物
品
の
授
受
に
疑
義
の
あ
る
議
員

　
　
　

岡
﨑
欣
也
、
大
瀧
愛
一
郎

　

・
物
品
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
議
員

　
　
　

大
貫
道
夫

　

・
事
実
内
容
の
口
止
め
を
指
示
し
た
議
員

　
　
　

岡
﨑
榮
一

　
　
　
（
冨
山
和
男
、
三
次
弘
史
、
小
原
明
彦
議
員

　
　
　

 

の
証
言
）

　
②
委
員
会
の
役
職
等
へ
の
供
与
に
つ
い
て

・
臨
時
会
の
前
日
、
委
員
会
委
員
長
職
の
就
任
依

頼
を
し
た
議
員

　
　
岡
﨑
榮
一

　
　
（
大
瀧
愛
一
郎
議
員
の
証
言
）

・
８
月
10
日
か
ら
８
月
30
日
ま
で
の
正
副
委
員
長

は
委
員
互
選
に
よ
る
が
、
１
期
生
を
中
心
と
し

た
偏
り
の
著
し
い
構
成
で
あ
っ
た
が
、
役
職
の

供
与
に
つ
い
て
は
確
定
に
至
ら
ず

 

６　
︻
委
員
会
の
意
見
︼

　

今
回
の
審
査
対
象
と
な
っ
た
事
態
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
常
陸
大

宮
市
議
会
の
名
誉
を
著
し
く
毀
損
し
、
市

民
の
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
た
こ
と

は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
当
事
者
に
は
猛

省
を
促
す
と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
も
真

摯
に
受
け
止
め
、
議
員
と
し
て
疑
惑
・
疑

念
を
持
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
襟
を

正
し
て
い
く
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
同
時

に
市
民
の
信
頼
と
信
用
の
も
と
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
べ
く
市
議
会
が
一
丸

と
な
り
、
市
政
発
展
の
た
め
そ
の
職
責
を

全
う
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

　

問
題
と
な
っ
た
物
品
の
授
受
に
つ
い
て

は
、
一
部
の
議
員
に
お
い
て
事
実
が
確
認

さ
れ
た
も
の
の
、
役
職
の
供
与
に
つ
い
て

は
確
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
審
査
が
長
引
い
た
要
因
に
は
、

記
憶
の
曖
昧
さ
に
よ
る
発
言
の
不
正
確
さ

や
、
議
員
の
資
質
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
不

穏
当
な
発
言
等
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
事
実
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
後
の
防
止

策
と
し
て
、
議
会
に
お
い
て
は
公
職
選
挙

法
を
は
じ
め
、
議
員
と
し
て
身
に
つ
け
て

お
く
べ
き
事
項
に
つ
い
て
研
修
等
に
よ
る

自
己
研
鑽
と
再
確
認
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
実
施
す
る
中
で
市
議
会
全
体
の
共

通
認
識
と
し
、
議
員
の
資
質
向
上
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。
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補正
予算
補正
予算

主 な 内 容

一般会計
○東京オリンピック・パラリンピック
　推進事業 236万9千円

パラオ共和国選手団の事前キャンプ地誘致を
宮城県蔵王町と連携して取り組むものです。

○放課後児童健全
　育成事業費委託料 

890万6千円
子ども子育て支援法の開設日数等
の基準額が改正され、５クラブに
対し増額するものです。

○病児保育事業費補助金
925万4千円

新たに病児保育事業を実施する
２施設に補助するものです。

○フィルム
　コミッション事業

　　134万9千円
県北西部を舞台とする連続
テレビ小説「ひよっこ」を
活用し、観光誘客や情報発
信などを行い、地域活性化
を図るものです。

○中山間地域農業基盤整備促進事業費補助金 　
874万2千円

生産条件の不利な水田から畑地へ転換するために行う基盤
整備に対して補助するものです。

平成28年度補正予算平成28年度補正予算
会　　計　　名 補　正　額

一般会計（第3号） 5160万5千円

国民健康保険特別会計（第2号）
    診療施設勘定 278万1千円

公共下水道事業特別会計（第2号） 549万2千円

農業集落排水事業特別会計（第1号） ▲700万8千円

介護保険特別会計（第2号） 7238万8千円

戸別浄化槽整備事業特別会計（第1号） ▲19万1千円

温泉事業特別会計（第2号） 450万円

事業前 事業後

水はけが悪い！！

客土・整地を行いたい！！

明渠を設置し，排水を改善

土砂を搬入し整地工を実施

地 区 名
関係 市町
事業 年度
受益 面積

総事 業費

整地工 　　A=26.6a
1,695,600円

主要 工事

事業概要

大子町
平成27年度

排水路工　L=59.0m

高柴

客土工　 　A=26.6a

～事業の背景～

りんご園に隣接する休耕水田をりんご
畑へ転換し，経営規模拡大を検討してい
たが，湿害や段差の問題，また費用負担
等の問題があり，実施に至らなかった。

～ 結 果 ～

排水路を設置し湿害を解消し，客土・
整地を行い，リンゴ畑へと整備し，平成
28年春に苗木を移植し，数年後の収穫を
目指す。
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Ｑ　
支
所
の
職
員
数
﹆
窓
口
事
務
﹆
支
所
長
の
議
会
出
席
は
ど
う
な
る
の
か　

Ａ　
一
部
の
事
務
は
本
庁
に
移
管
し
ま
す
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
10
名
程
度
で
多

岐
に
わ
た
る
業
務
に
精
通
し
た
職
員
を
配
置
し
ま
す
。
な
お
、議
会
本
会
議
に
は
、

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
地
域
創
生
部
長
が
出
席
し
ま
す
。

Ｑ　
地
域
創
生
部
の
人
数
は
い
つ
頃
決
ま
る
の
か

Ａ　
職
員
の
新
規
採
用
、
再
任
用
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
、
概
ね
１
月
中
旬
頃
で
す
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
者
数
の
試
算
推
定
及
び
管
理
方
法
は

Ａ　
11
月
30
日
現
在
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
件
数
３
６
５
０
件
、

交
付
件
数
２
７
２
３
件
で
す
。
近
隣
市
町
で
は
10
％
の
利
用
実
績
が
あ
る
の
で
、

Ｑ　常陸大宮市長山景樹特別奨学金給付制度で、出身高校の限定がない大学生
枠の申込者は、今年度何人いたのか
Ａ　募集人員２名のところ５名の応募がありました。

Ｑ　長山景樹特別奨学金給付制度の周知方法についてはどのように行っているのか
Ａ　市の広報紙・お知らせ版、ホームページの掲載をはじめ、訪問により市内
の中学校・高校への募集内容の説明、国・県等の奨学生募集案内関連コーナー
への掲載等を行っています。

総　務

文教福祉

◎
小
森　
敏
雄　
○
三
次　
弘
史　
　
秋
山　
信
夫

　
髙
村　
和
郎　
　
武
石　
寿
長　
　
𠮷
川　
美
保

　
冨
山　
和
男

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

◎
田
沢　
祐
男　
〇
坂
本　
繁
輝　
　
金
子　
　
卓

　
掛
札　
行
雄　
　
岡
﨑　
欣
也　
　
小
原　
明
彦

給付型奨学金とは … 返還の必要のない奨学金です。

年
間
３
６
５
件
程
度
の
利
用
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
な
お
、
カ
ー
ド
保
持
者
へ

は
広
報
紙
等
に
よ
り
、
紛
失
し
な
い
よ

う
注
意
喚
起
し
ま
す
。

在学する学校 募集人員 給付額 給付期間

市内高等学校
常陸大宮高等学校 2名以内

月額1万5千円 3年以内
小瀬高等学校 2名以内

大学
常陸大宮高等学校出身者 1名以内

月額5万円 4年（6年）
以内小瀬高等学校出身者 1名以内

大学（出身高校の限定なし） 2名以内 月額３万円

◆募集人数・給付額・給付期間

※長山景樹特別奨学金給付制度
郷育立市の基本である「郷土を愛し慈しむ心の醸成」と「郷土でも輝くこと
のできる人づくり」に資するため、優秀な生徒・学生の方に奨学金を給付し
学資の支援を行う給付型奨学金制度です。

※常陸大宮市奨学資金等貸与条例によるものを除き、他の奨学資金制度と併用可能
8
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Ｑ　
指
定
管
理
料
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
算
出
す
る
の
か

Ａ　
更
新
時
の
指
定
管
理
料
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
収
入
見
込
み
額
と
支
出
見
込

み
額
の
差
額
を
基
本
に
算
定
し
ま
す
。

Ｑ　
指
定
管
理
料
が
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
よ
う
だ
が

Ａ　
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
料
を
見
込
ん
だ
も
の
で
す
。

Ｑ　
温
泉
事
業
株
式
会
社
の
３
施
設
（
三
太
の
湯
・
四
季
彩
館
・
さ
さ
の
湯
）
の

就
業
規
則
は
統
一
に
な
っ
て
い
る
の
か

Ａ　
就
業
規
則
は
、
温
泉
事
業
株
式
会
社
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
パ
ー
ト
の

賃
金
等
に
多
少
の
差
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　民生費　地域子育て支援センターの４園及び病児保育事業に加わる新たな
事業所ついて
Ａ　地域子育て支援センターの委託先は、さくら保育園、御前山認定こども園、
大宮聖愛保育園、緒川げんき保育園の４か所です。
　病児保育については、学童保育子コロッコロ、御前山認定こども園の２か所
が対象となっています。

Ｑ　民生費　生活保護費の2,000万円の扶助費について
Ａ　生活扶助費見込み額540万円の増、住宅扶助費140万円の増、介護扶助費
20万円の増、医療扶助費1,400万円の増額となっています。また、施設事務費
100万円の減額です。

Ｑ　生活保護受給者人数は
Ａ　現在280人程度です。

Ｑ　農林水産業費　中山間地域農業基盤整備促進事業について
Ａ　本事業は、田から畑に用途転換を促進する事業で、作物の作付に関しては、
緒川地域（那賀地内）では、ナスを作付け、また、大宮地域（東野地内）では、
梅の植栽を予定しています。

予算決算
（補正予算）

◎
武
石　
寿
長　
○
坂
本　
繁
輝　
　
金
子　
　
卓

　
秋
山　
信
夫　
　
掛
札　
行
雄　
　
淀
川　
茂
樹

　
岡
﨑　
榮
一　
　
川
上　
　
博　
　
田
沢　
祐
男

　
小
森　
敏
雄　
　
𠮷
川　
美
保　
　
小
森
敬
太
郎

　
大
貫　
道
夫　
　
冨
山　
和
男　
　
三
次　
弘
史

　
岡
﨑　
欣
也　
　
大
瀧
愛
一
郎　
　
小
原　
明
彦

　
黒
部　
博
英

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

経済建設

◎
大
貫　
道
夫　
○
黒
部　
博
英　
　
淀
川　
茂
樹

　
岡
﨑　
榮
一　
　
川
上　
　
博　
　
小
森
敬
太
郎

　
大
瀧
愛
一
郎

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

四季彩館

ささの湯

三太の湯
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請願

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！
番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

第４号 岩崎地内市道1051号線、1054号線、
1055号線拡幅改良に関する請願書

岩崎区長　海老根進一郎　
ほか12名 金子　卓 経済建設 採択

第５号 家和楽地区市道566号線の道路拡幅
に関する請願書

家和楽区長　吉成　猛
ほか48名

三次弘史
岡﨑欣也 経済建設 採択

第６号
「奨学金制度の改善と教育費負担の
軽減に関する意見書」の採択を求め
る請願書

日本労働組合総連合会
茨城県連合会
常陸野地域協議会
議長　桑名勝弘

大貫道夫 文教福祉 採択

第７号
「高額療養費」「後期高齢者の窓口負
担」の見直しにあたり、現行制度の
継続を求める意見書の採択を求める
請願

一般財団法人
茨城県保険医協会
代表理事　宮﨑三弘

金子　卓 文教福祉 継続審査

議  員  提  出  議  案議  員  提  出  議  案

奨
学
金
制
度
の
改
善
と
教
育
費

負
担
の
軽
減
に
関
す
る
意
見
書

　

わ
が
国
で
は
、
１
９
９
８
年
以
降
下
が
り

続
け
る
保
護
者
の
賃
金
収
入
と
、
相
反
し
て

上
が
り
続
け
る
大
学
の
学
費
に
よ
り
、
学
生

は
奨
学
金
を
借
り
な
け
れ
ば
大
学
に
通
う
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奨
学
金
制
度

を
運
用
す
る
「
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
」
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
４
年
度
実
績

で
は
１
３
５
万
人
（
無
利
子
奨
学
金
47
万

人
、
有
利
子
奨
学
金
88
万
人
）
が
同
機
構
の

奨
学
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全

国
の
大
学
生
の
ほ
ぼ
２
人
に
１
人
に
あ
た
り

ま
す
。
卒
業
後
も
含
め
た
学
生
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
か
ら
す
れ
ば
、
奨
学
金
の
無
利

子
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
大
学
卒
業
後
に
は
３
人
に
１

人
の
学
生
が
非
正
規
雇
用
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
４
月
に
は
、
返
還
猶
予
期
間
が

５
年
か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
た
も
の
の
、
奨

学
金
を
借
り
た
８
人
に
１
人
が
返
済
の
滞
納

や
猶
予
の
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
立
大
学
の
授
業
料
を
含
め
授
業
料

が
値
上
げ
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
態
は
、
学
ぶ
意
欲
と
能
力
を

も
っ
た
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
が
、
高
等
教
育

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
相
対
的
に
高
い
職
業

能
力
を
身
に
つ
け
た
と
し
て
も
、
貧
困
か
ら

脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
を
生
む
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
本
議
会
は
政
府

に
対
し
、下
記
の
事
項
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

１
．
貸
与
型
奨
学
金
は
無
利
子
と
し
、
延
滞

金
は
廃
止
（
廃
止
ま
で
の
間
、
返
済
金
は

元
金
・
利
息
・
延
滞
金
の
順
に
充
当
）
す

る
こ
と
。
ま
た
、
所
得
に
応
じ
た
無
理
の

な
い
返
済
制
度
を
つ
く
り
、
返
済
困
難
者

の
実
情
に
即
し
て
適
切
な
救
済
を
行
う
こ

と
。

２
．
貸
与
型
か
ら
給
付
型
へ
、
奨
学
金
制
度

を
改
善
し
、
大
学
等
に
お
い
て
国
の
給
付

型
奨
学
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

３
．
大
学
等
の
学
費
の
引
き
下
げ
や
授
業
料

減
免
の
拡
充
等
を
図
る
こ
と
。

　

提
出
先

　
　

衆
議
院
議
長　
　

大
島　

理
森　

様

　
　

参
議
院
議
長　
　

伊
達　

忠
一　

様

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

安
倍　

晋
三　

様

　
　

文
部
科
学
大
臣　

松
野　

博
一　

様

議
提
第
５
号
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市
政
を

問
う

一般質問

市
政
を

問
う ◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

今回４人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ12

　　◇東海第二原発について
　　◇政治倫理条例について
　　　公共事業の発注について
　　　市情報の発信について

𠮷川　美保  議員　…………………　Ｐ13

　　◇次期市総合計画（案）と組織機構改編（案）
　　　平成28年度行政監査結果報告書について
　　◇諸課題について

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ14

　　◇結婚応援事業について
　　◇小場城跡について
　　◇県北芸術祭について　　

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ15

　　　予算編成について
　　　組織再編等について
　　　農林業の振興について
　　◇今後の医療・介護の展望について
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一 問質般

現
在
、
茨
城

県
と
栃
木
県

の
両
県
が
間
に
入
っ
て
避
難
先

自
治
体
と
受
け
入
れ
可
能
人
数

や
避
難
ル
ー
ト
の
調
整
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。ま
と
ま
り
次
第
、

避
難
先
自
治
体
と
避
難
所
に
関

す
る
協
定
の
締
結
を
行
い
、
避

難
者
の
輸
送
方

法
、
輸
送
車
輌

の
確
保
、
避

難
経
路
の
設
定

等
々
検
討
し

て
、
避
難
計
画

の
策
定
を
進
め

る
予
定
で
す
。

　
現
在
の
避
難
計
画
は
単
独
災

害
を
想
定
し
て
の
策
定
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
複
合
災
害
と

の
違
い
を
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
当
市
の
避
難
計
画

の
完
成
時
期
は
い
つ
頃
と
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

現
在
進
め
て

い
る
避
難
計

画
は
、
原
発
単
独
の
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
地
震
な
ど
に
よ
る
複
合

災
害
も
想
定
し
た
計
画
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
時
期
で
す
が
、
ま
だ
避

難
先
等
の
決
定
が
い
つ
に
な
る

か
見
込
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

年
度
内
の
策
定
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 　
市
議
会
は
８
月
の
議
長
選
挙

で
議
員
の
政
治
倫
理
に
反
す
る

不
祥
事
が
お
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
市
の
政
治
倫
理
条
例
の
概

要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
28
日
付
「
茨
城
新
聞
」

は
「
自
治
体
の
避
難
計
画
づ
く

り
も
難
航
し
て
い
る
。
対
象
と

な
る
原
発
か
ら
半
径
30
キ
ロ
圏

の
住
民
は
全
国
最
多
の
約
96
万

人
に
の
ぼ
り
、
県
外
の
受
け
入

れ
先
市
町
村
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。
要
配
慮
者
の
支
援
体

制
に
加
え
、
大
地
震
な
ど
と
の

複
合
災
害
を
想
定
し
て
い
な
い

点
な
ど
多
く
の
課
題
が
積
み
残

さ
れ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
ま

す
。

　
当
市
の
広
域
避
難
計
画
に
つ

い
て
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
政
の
担
い

手
で
あ
る
市

議
会
議
員
の
政
治
倫
理
基
準
を

規
定
し
て
い
る
も
の
で
、
合
併

前
の
大
宮
町
に
お
い
て
議
員
提

案
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
条
例
で

す
。

 　
平
成
28
年
１
月
現
在
で
県
内

33
自
治
体
が
条
例
を
制
定
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
22
自
治
体
が

首
長
等
も
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
当
市
も
、
市
長
等
も
対
象

と
し
た
政
治
倫
理
条
例
を
策
定

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

県
内
の
動
向
等
を

注
視
し
な
が
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と
い
う
こ
と

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金子　　卓
議員

12

政治倫理条例について
市長／今後の検討課題

総
務
部
長

市
民
部
長
／
年
度
内
の
策
定
は
厳
し
い

東
海
第
二
原
発
過
酷
事
故
の

避
難
計
画
に
つ
い
て

市
民
部
長

市
民
部
長

市
長

住宅街に隣接する東海第二原発



一 問質般

　
新
潟
県
三
条
市
は
教
育
委
員

会
内
に
子
ど
も
支
援
課
を
置
い

て
い
ま
す
。
特
に「
発
達
障
が
い
」

「
不
登
校
」「
引
き
こ
も
り
」
等
に

対
応
す
る
た
め
、
子
ど
も
・
若

者
支
援
協
議
会
と
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
実
施
組
織

と
す
る
『
子
ど
も
・
若
者
総
合

サ
ポ
ー
ト
会
議
』
を
設
置
し
て

総
合
的
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
子
ど
も
課
創
設
に
あ
た

り
、
保
健
福
祉
部
と
教
育
委
員

会
双
方
に
三
条
市
の
子
ど
も
支

援
体
制
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

三
条
市
に
お

い
て
は
、
乳

幼
児
か
ら
就
労
に
至
る
ま
で
総

合
的
に
必
要
な
支
援
を
行
う
た

め
、
市
民
の
側
に
立
っ
た
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
保
健
福
祉
部

と
教
育
委
員
会
に
分
散
さ
れ
て

い
た
業
務
を
一
つ
に
し
た
こ
と

で
、
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た

支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

保
健
福
祉
部
内
に
新
設
さ
れ

る
子
ど
も
課
に
お
い
て
も
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
三
条
市
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
で
き
る
か
検
証
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関

し
て
は
、
総

合
的
に
必
要
な
支
援
を
す
る
こ

と
の
重
要
性
は
以
前
か
ら
指
摘

を
さ
れ
、
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
三
条
市

が
重
要
な
課
題
に
対
し
て
組
織

改
編
を
し
て
具
体
的
に
取
り
組

み
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と

は
非
常
に
画
期
的
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
、
創
設
さ
れ
る

子
ど
も
課
や
関
係
機
関
と
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
継

続
的
な
子
育
て
支
援
を
視
野
に

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
三
条

市
の
子
育
て
支
援
を
し
っ
か
り

と
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
誇
る
べ
き
地
域
資
源
「
奥
久

慈
漆
」「
那
須
楮
」
を
ど
う
支

援
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

文
化
庁
が
文

化
財
の
修
復

に
国
産
漆
使
用
と
、
生
産
に
携

わ
る
人
材
育
成
を
進
め
る
方
針

を
示
し
た
こ
と
を
最
良
の
機
会

と
捉
え
、
県
が
い
ば
ら
き
漆
振

興
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
生
産
部
会

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
て
生
産

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

那
須
楮
の
振
興
に
は
、
生
産

す
る
栃
木
県
と
の
広
域
化
組
織

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

𠮷川　美保
議員

那
須
楮 

… 

江
戸
時
代
か
ら
当
地
産
の
楮
は
栃
木
県

那
須
郡
南
部
に
集
積
さ
れ
、
鬼
怒
川
を

利
用
し
て
江
戸
に
運
ば
れ
た
た
め
、
今

も
茨
城
産
の
楮
は
こ
の
名
称
で
呼
ば
れ

て
い
る
。
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保
健
福
祉
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長
／
振
興
組
織
体
制
で
進
め
る
こ
と
が
重
要

奥
久
慈
漆
や
那
須
楮こ

う
ぞ

の

活
力
の
方
向
性
は

美濃等に出荷される本市生産の那須楮

子ども課創設にあたり、
子どもの総合的支援とは
保健福祉部長／ライフステージに
応じた切れ目のない支援

教
育
長



一 問質般

　
中
央
大
学
の
文
学
部
教
授
は

「
恋
愛
は
人
と
し
て
大
き
な
発

見
や
成
長
が
あ
る
素
晴
ら
し
い

体
験
で
あ
り
、
う
わ
さ
の
対
象

な
ど
に
す
る
の
で
は
な
く
温
か

い
ま
な
ざ
し
を
育
む
環
境
を
整

備
す
る
べ
き
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
意
義
も
踏
ま

え
て
県
と
地
元
地
域
と
本
市
と

の
相
互
協
力
の
連
携
的
な
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

県
の
マ
リ
ッ

ジ
サ
ポ
ー
タ

ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
市

内
在
住
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
近
隣

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
情
報
交
換
を

行
い
、
常
陸
大
宮
市
、
常
陸
太

田
市
、
大
子
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー

で
合
同
の
結
婚
相
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委

員
と
の
連
携
は
、
日
常
的
に
登

録
者
情
報
の
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
元
気
ひ
た
ち
お
お
み
や
結
婚

応
援
事
業
の
、
こ
れ
ま
で
の
検

証
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。身

だ
し
な
み

や
基
本
的
な

事
項
の
情
報
提
供
も
考
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
婚
活
パ
ー
テ

ィ
ー
は
女
性
が
興
味
を
持
つ
よ

う
検
討
し
て
、
内
容
や
Ｐ
Ｒ
を

充
実
さ
せ
、
参
加
率
を
向
上
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　
歴
史
的
意
義
を
と
ど
め
る
小

場
城
跡
に
史
実
と
し
て
、ま
た
、

大
館
市
と
の
友
好
都
市
協
定
を

締
結
し
た
象
徴
と
し
て
案
内
看

板
を
設
置
す
る
こ
と
で
理
解
と

感
動
を
与
え
ら
れ
る
憩
い
の
場

と
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

友
好
都
市
協

定
締
結
ま
で

の
経
緯
等
を
記
し
た
看
板
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
交
流
に
対
し

理
解
を
深
め
ら
れ
る
も
の
と
考

え
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
県
北
芸
術
祭
の
開
催
は
、
地

域
の
活
性
化
に
文
化
振
興
に
大

変
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た

と
確
信
し
、
継
続
的
な
開
催
を

重
ね
る
中
で
市
民
の
皆
様
を
、

そ
し
て
常
陸
大
宮
市
を
元
気
に

し
て
い
け
る
よ
う
に
県
へ
の
働

き
か
け
も
強
く
要
望
し
な
が
ら

今
後
の
考
え
方
、
構
想
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。今

回
の
芸
術
祭
は

県
北
振
興
に
つ
な

が
る
大
変
に
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
次
回
以
降
の
開
催
に
つ
い

て
県
北
６
市
町
が
連
携
し
茨
城

県
知
事
や
関
係
機
関
に
対
し
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

小原　明彦
議員

14

市
民
部
長

市
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

市
長
／
次
回
以
降
の
開
催
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
き
ま
す

県
北
芸
術
祭
に

つ
い
て
は

結
婚
応
援
事
業
に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
率
を

向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す

友好を確かめ合う
大館市の「はちくん」と「ひたまる」

小場城跡に友好都市
協定の案内看板設置
については
市民部長／課題はありますが
　　　　　検討していきます



一 問質般

　
市
の
医
療
資
源
の
現
状
に
つ

い
て
は
。

常
陸
大
宮
市

内
の
病
院
等

の
医
療
機
関
の
現
状
は
、
常
陸

大
宮
済
生
会
病
院
ほ
か
18
施
設

で
す
が
、
そ
の
う
ち
在
宅
医
療

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
は
、

国
民
健
康
保
険
美
和
診
療
所
と

ひ
た
ち
お
お
み
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
２
か
所
で
す
。
訪
問
看
護
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
博
仁
会
の

お
お
み
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
芳
栄
会
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
ば
の
２
事
業

所
、
訪
問
介
護
に
つ
い
て
は
、

常
陸
大
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

訪
問
介
護
事
業
所
ほ
か
８
事
業

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

身
近
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
か
ら
高

度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
ま
で
の
地

域
医
療
体
制
の
充
実
や
、
介
護

と
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
方

に
は
、
利
用
者
が
切
れ
目
な
く

一
体
的
・
継
続
的
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
目
標

と
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
県
の
地
域
医
療
構
想
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
市

は
非
常
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
県
構
想
の
考
え
方
、
そ
の

方
向
性
に
齟
齬
は
な
い
か
。

県
の
地
域
医

療
構
想
は
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
に

向
け
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連

携
を
進
め
る
た
め
に
、
医
療
機

能
を
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、

回
復
期
、
慢
性
期
の
４
つ
に
分

類
し
、
そ
の
機
能
ご
と
に
２
０

２
５
年
の
医
療
需
要
と
病
床
の

必
要
量
を
現
行
の
二
次
保
健
医

療
圏
単
位
に
推
計
し
て
定
め
、

本
市
を
含
む
常
陸
太
田
・
ひ
た

ち
な
か
地
域
医
療
圏
構
想
区
域

内
の
現
状
と
課
題
は
、
医
療
資

源
が
不
足
し
て
お
り
、
傷
病
全

般
に
わ
た
っ
て
隣
接
す
る
水

戸
・
日
立
構
想
区
域
に
多
く
の

患
者
が
流
失
し
て
い
る
こ
と
、

高
度
急
性
期
、
急
性
期
に
つ
い

て
は
、
隣
接
す
る
構
想
区
域
と

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
一
方
、

回
復
期
や
在
宅
医
療
に
つ
い
て

は
、
構
想
区
域
内
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
、
さ

ら
に
は
、
医
療
従
事
者
数
が
県

平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
担
い

手
不
足
が
深
刻
化
す
る
懸
念
が

大貫　道夫
議員

あ
る
こ
と
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　

市
と
し
て
の
方
向
性
は
、
医

療
資
源
の
不
足
や
在
宅
医
療
の

担
い
手
で
あ
る
診
療
所
医
師
の

高
齢
化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
関
係
機
関
の
相
互
連
携
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る

水
戸
・
日
立
構
想
区
域
の
高
度

急
性
期
、
急
性
期
病
院
と
の
協

力
体
制
の
確
立
の
ほ
か
、
在
宅

医
療
等
の
充
実
や
医
療
従
事
者

等
の
養
成
・
確
保
が
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
構
想
で
示
さ

れ
た
課
題
解
決
に
向
け
た
施

策
、今
後
の
検
討
の
方
向
性
は
、

当
市
の
実
情
に
お
お
む
ね
沿
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
地
域
医
療
の
充
実
に
努

め
、
市
民
が
安
心
で
き
る
医
療

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
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保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

県
の
地
域
医
療
構
想
は

保
健
福
祉
部
長
／
そ
の
方
向
性
は

市
の
実
情
に
合
致
す
る

市の医療資源は
保健福祉部長／一体的、
継続的に必要なサービスを



シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
都
市
の
魅
力
や

イ
メ
ー
ジ
を
効
果
的
か
つ
継
続
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
、
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
（
都
市
と
し

て
の
優
位
性
）
を
高
め
、
都
市
を
発
展
さ
せ
て
い

く
取
組
で
す
。
藤
沢
市
に
お
い
て
も
、
都
市
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
知
名
度
」

や
「
存
在
感
」
が
向
上
し
、
持
続
的
に
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。藤
沢
市
に
対
す
る
愛
着
度
意
識
調
査
で
は「
と
て
も
好
き
」と「
や

や
好
き
」
と
回
答
し
た
方
が
97
％
、ま
た
今
後
の
定
住
意
向
に
つ
い
て
は
「
こ

の
ま
ま
住
み
続
け
た
い
」「
ま
だ
し
ば
ら
く
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
し
た

方
が
97
％
で
今
後
も
藤
沢
市
に
住
み
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待
す
る
効
果
は
、
伝
統
、
文
化
、
自
然
の
魅
力
や
価

値
を
思
い
「
郷
土
愛
」
が
高
ま
り
知
名
度
向
上
に
よ
り
、
産
業
、
企
業
へ
の

信
頼
感
や
商
品
の
付
加
価
値
が
高
ま
り
収
益
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
都

市
と
し
て
の
優
位
性
が
高
ま
り
人･
モ
ノ
が
強
化
さ
れ
、
交
流
、
定
住
人
口

の
増
加
等
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
、
商
店
街
、
市
街
地
の
活
性
化
、
企
業
進

出
、
地
元
企
業
の
業
績
向
上
に
よ
る
市
税
増
収
が
期
待
で
き
ま
す
。

委
員
会
意
見

　

本
市
の
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
過

疎
地
ほ
ど
課
題
は
大
き
い
が
、
市
民

の
理
解
を
い
た
だ
い
て
多
く
の
著
名

人
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

な
執
行
部
の
や
る
気
と
市
民
中
心
の

計
画
で
本
市
を
他
市
町
村
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
次
期
常
陸
大
宮
市
総
合
計

画
の
中
で
情
報
収
集
発
信
事
業
と
し

て
取
り
上
げ
て
進
め
る
よ
う
提
言
し

ま
す
。

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

君
津
市
の
公
共
交
通
は
、西
部
に
Ｊ
Ｒ
内
房
線
、

東
部
に
久
留
里
線
が
南
北
方
向
に
配
置
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
、
行
政
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
多
様
な

公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
君
津
市
は
市
域
が
広
く
、
地
理
的
条
件
や

鉄
道
網
の
関
係
な
ど
か
ら
、
自
家
用
車
の
利
用
を
前
提
と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
定
着
し
て
い
る
た
め
、
公
共
交
通
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
公
共

交
通
を
維
持･

確
保
す
る
た
め
に
公
費
負
担
が
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
う
交
通
弱
者
の
増
加
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
重

要
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政･

交
通
事
業
者･

市
民
の
役
割
分
担
と
協
力
の
も
と
、
地
域
実
情
に
応
じ
た
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、

「
君
津
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
等
各
種
関
連
計
画
と
整
合
等
を
図
り
地
域
公
共
交
通
施
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

委
員
会
意
見

　

君
津
市
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
平
日
だ
け
で
な
く
、
土
・
日
・
祝
日
も
運

行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
市
外
の
人
も
利
用
で
き
ま
す
。
近
年
自
家
用
車
を
利
用

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
鉄
道
が
２
路
線
運
行
さ
れ
、
広
大
な

エ
リ
ア
を
通
勤･

通
学
路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
等
が
利
用
し
や
す
く
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
昨
年
市
民
バ
ス
の

運
行
見
直
し
に
よ
り
、
便
数
を
週
３
便
か
ら

週
２
便
に
減
ら
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

空
車
で
運
行
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
付
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
、
公
共
交
通
と
共
用
す
る
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
公
共
交
通
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
効
率
の
良
い
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
に
移
行
す
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

（
子
ど
も・若
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て
）

　

三
条
市
は
、
平
成
20
年
４
月
に
組
織
機
構
の
見
直
し

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
や
文
部
科
学
省
の

縦
割
り
行
政
か
ら
一
転
、
担
当
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
教

育
委
員
会
に
「
子
育
て
支
援
課
」
を
設
置
し
、
義
務
教

育
と
子
育
て
支
援
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
４
月
、
同
課
に
子
ど
も
の
育

ち
の
段
階
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
継
続
的
に
行
う
教
育
機
関
と
し
て
、

「
子
ど
も
の
育
ち
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　

子
ど
も
・
若
者
と
い
う
「
三
条
市
民
」
を
乳
幼
児
か
ら
就
労
に
至
る
ま
で
、
切
れ

目
な
く
総
合
的
に
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、
市
が
そ
の
情
報
を
一
元
化
し
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
個
に
応
じ
た
支
援
を
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
支
援
を
、
三
条
市
医
師

会
等
32
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
平
成
27
年
度
の
把
握
件
数
で
は
、
虐
待

が
１
２
７
人
、
非
行
が
51
人
、
不
登
校
が
１
０
５
人
、
障
が
い
が
６
７
９
人
、
ひ
き
こ

も
り
が
７
人
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
年
々
把
握
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
下
向
す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
事
業
が
多
く
の
保
護
者
か
ら

理
解
・
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
事
業
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
０
で
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
の

み
の
事
業
で
あ
る
と
担
当
職
員
か
ら
自
信
の
こ
も
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
意
見

　

本
市
の
機
構
で
は
、「
子
ど
も
・
若
者
」
に
対
応
す
る
部
署
は
分
散
し
て
い
ま
す
。

特
に
ひ
き
こ
も
り
に
関
し
て
は
、
実
際
に
掌
握
が
困
難
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
か
、
皆
無

で
す
。
一
方
、「
子
ど
も
」
に
関
し
て
保
健
福
祉
部
と
教
育
委
員
会
が
両
方
で
係
わ
る

の
は
、
就
学
時
健
診
、
食
育
関
係
、
小
児
・
成
人
病
健
診

等
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
保
健
福
祉
部
に
新
設
さ
れ
る
子

ど
も
課
に
は
、
幼
稚
園
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
は
、
総
合
戦
略
の
重
要

テ
ー
マ
で
あ
り
、特
に
義
務
教
育
の
中
学
校
を
卒
業
後
は
、

と
か
く
支
援
が
行
き
届
か
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
ひ
き

こ
も
り
や
ニ
ー
ト
を
含
め
て
自
立
ま
で
一
貫
し
て
支
援
し

て
い
こ
う
と
の
三
条
市
の
思
い
と
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
子
育
て
・
若
者
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

（
め
ざ
せ
１
０
０
彩
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
）

　

新
発
田
市
で
は
、
第
二
次
健
康
づ
く
り
計
画
（
平
成

28
年
度
～
平
成
37
年
度
）
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
保
健

自
治
会
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
、
め
ざ
せ

１
０
０
彩
健
康
づ
く
り
推
進
実
行
委
員
会
と
座
談
会
を

開
催
し
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
「
め
ざ
せ
１
０
０
彩
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る

健
康
づ
く
り
計
画
を
提
示
し
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
指
し
、
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
３
人
組
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
１
０
０
彩
マ
ン
」
は
、
誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も

自
分
ら
し
く
彩
り
あ
る
暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
、「
め
ざ
せ
１
０
０
彩
」
を
合
言
葉
に

幼
稚
園
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
、
食
事
・
運
動
・
健
康
管
理
の
大
切
さ
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
、「
健
康
づ
く
り
の
芽
」
を
育
て
る
「
１
０
０
彩
マ
ン
食
育
教
室
」
と

い
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
健
康
ウ
ォ
ー
ク
事
業
で
は
、
友
達
や
家
族
・
地
域
・
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
こ
の
事
業
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
、
一
か

月
20
万
歩
を
目
標
に
、
歩
く
楽
し
さ
や
運
動
習
慣
の
定
着
な
ど
の
取
り
組
み
も
奨
励
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
実
施
事
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
計
画
策
定

時
に
お
い
て
は
、
市
民
の
声
を
も
と
に
き
め
細
か
く
無
理
の
な
い
楽
し
い
事
業
と
な
る

よ
う
な
創
意
工
夫
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
健
康
ウ
ォ
ー
ク
事
業
の
一
例
と
し
て
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
へ
行
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
遠
く
に
車
両
を
駐
車
し
「
歩
く
こ
と
に

心
が
け
る
」
と
い
う
些
細
な
こ
と
で
す
が
、
誰
に
も
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
印
象
的

な
一
言
で
し
た
。

委
員
会
の
意
見

　

急
速
な
高
齢
化
と
生
活
習
慣
病
の
著
し
い
増
加
に
伴
い
、
寝
た
き
り
な
ど
の
介
護

が
必
要
な
状
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
医
療
費
の
増
大
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
新
発
田
市
は
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
３
人
組
の
ヒ
ー

ロ
ー
１
０
０
彩
マ
ン
が
、
市
独
自
の
歌
や
踊
り
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
、
健
康
づ
く
り
を
応
援
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の

市
民
が
こ
の
事
業
に
参
加
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自

分
ら
し
く
彩
り
あ
る
暮
ら
し
を
送
る
た
め
、
本
市
の
健

康
づ
く
り
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

宍
粟
市
は
、
平
成
17
年
4
月
１
日
に
、
４

つ
の
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
す
。
市

の
面
積
の
約
９
割
（
５
９
０
９
４
ha
）
が
森

林
で
あ
り
、
民
有
林
（
４
６
１
２
１
ha
）
の

う
ち
、
人
工
林
（
３
３
７
４
９
ha
）
が
73
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
林
業
の
再
生
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
儲
か
る
林
業
」

と
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
春
に
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
活
か
し
て
、
住
民
や
観
光
振
興
を
目
的
に

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
」
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
２
名
を
採

用
し
「
し
そ
う
森
林
王
国
観
光
協
会
」
の
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
兵
庫
県
は
、
林
業
の
振
興
等
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に

向
け
て
、
宍
粟
市
に
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
を
平
成
29
年
度
開
設
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

委
員
会
の
意
見

　

市
の
面
積
の
約
9
割
を
森
林
が
占
め
、

民
有
林
の
10
齢
級
以
上
が
66
％
と
高
い
こ

と
な
ど
を
思
料
す
る
に
、
木
材
資
源
の
大

幅
な
需
要
増
加
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
」
や
「
宍
粟
50

名
山
の
指
定
」「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も

取
り
組
み
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
特
に
ガ

イ
ド
ク
ラ
ブ
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
市
の
面
積
の
約
６
割
は
森

林
で
あ
り
、
宍
粟
市
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
つ
つ
、
本
市
独
自
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

竹
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

宮
津
市
は
、
第
3
次
産
業
が
70
・
９
％
と

非
常
に
高
く
、
こ
れ
は
宮
津
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
天
橋
立
と
い
う
観
光
資
源
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
農
林
水
産
業
が
低
迷
し
、
財
政
状
況
は

市
税
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
と
地
域

資
源
を
活
か
し
た
「
み
や
づ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
１
」
と
「
竹
林
再
生
整
備
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
９
月
宮
津
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
事
業
所
を
竣
工
さ
せ
、
竹
の

ガ
ス
化
発
電
及
び
液
体
燃
料
化
の
実
証
、
事
業
化
を
目
指
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
竹

の
伐
採
・
搬
出
・
集
材
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
意
見

　

宮
津
市
は
竹
林
面
積
が
６
１
７
ha
と

多
く
、
竹
林
の
有
効
活
用
の
事
業
化
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
の
た
め
「
世
界

初
と
言
わ
れ
る
竹
か
ら
の
ガ
ス
化
の
発

電
施
設
」
と
し
て
の
宮
津
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
事
業
所
を
設
置
し
、

稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

竹
の
利
活
用
は
、本
市
に
お
い
て
も
、

例
え
ば
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
チ
ッ
プ
材

と
し
て
の
活
用
や
工
芸
美
術
品
等
に
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
行
政
視
察
に
お
い
て
は
、
２

万
人
以
下
の
市
で
も
市
民
力
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
に
よ
り
、
大
き
な
可
能

性
へ
の
挑
戦
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
で

き
ま
し
た
。

経済建設常任委員会 11月８日～９日
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議員名（議席番号順） ①本会議 ②常任委員会等 ③議会運営委員会 ④特別委員会
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席

黒　部　博　英 24 0 33 0 ー ー 24 0
小　原　明　彦 24 0 37 0 16 0 23 0
大　瀧　愛一郎 24 0 17 0 16 0 24 0
岡　﨑　欣　也 24 0 27 0 16 0 23 0
三　次　弘　史 24 0 18 0 16 0 23 0
坂　本　繁　輝 24 0 26 0 ー ー 23 0
冨　山　和　男 24 0 19 0 16 0 24 0
大　貫　道　夫 24 0 26 0 29 3 24 0
小　森　敬太郎 24 0 32 0 33 0 24 0
𠮷　川　美　保 24 0 18 0 16 0 24 0
小　森　敏　雄 24 0 33 0 46 0 21 1
田　沢　祐　男 24 0 36 0 31 1 22 1
川　上　　　博 20 4 15 2 14 0 16 8
武　石　寿　長 24 0 19 0 32 0 23 0
髙　村　和　郎 24 0 20 0 33 0 21 0
岡　﨑　榮　一 23 1 17 0 16 0 23 1
淀　川　茂　樹 24 0 14 0 31 1 23 1
掛　札　行　雄 24 0 16 0 32 0 23 0
秋　山　信　夫 24 0 18 1 28 2 12 4
金　子　　　卓 24 0 19 0 ー ー 24 0

１）②と③と④の回数については、各議員の常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への委員就任状況により、また委員会の開催日が
異なるため、出席回数が異なります。

２）予算決算常任委員会には、すべて髙村議長は審査に加わりません。また、議会選出監査委員である、掛札議員と淀川議員は予算決算常
任委員会の決算審査に加わりません。

３）特別委員会については、議長（該当委員会開催日に議長であった、秋山元議長、髙村議長）は審査に加わりません。
　　ただし、倫理審査特別委員会については、この限りではありません。

本会議・各委員会の議員出欠状況
　平成28年１月から平成28年12月までの間に開催された、本会議（定例会・臨時会）・常任委員会等（総務・文
教福祉・経済建設・予算決算・広報広聴常任委員会及び議会運営委員会）・特別委員会（予算審査・行財政改革調査・
議員倫理審査・議員定数検討）の議員の出退(出席・欠席）状況（回数）をお知らせします。

　選挙権年齢が引き下げられたことを
踏まえ、身近な諸問題から政治につい
ての興味・関心を高め、公共的な活動
に積極的に係わろうとする意欲や態度
を育む目的として実施されました。

　これまで特に市政について興味関心もなく、自分には
とても遠いものだと思っていました。しかし今回の傍聴
で、婚活応援事業など市の少子・高齢化対策を具体的に
知り、意外と自分の将来にも深く関係した内容が審議さ
れており興味を持ちました。また、機会を見つけて市議
会を傍聴してみようと思いました。

　議員さんや市長さん、職員の皆さんが決められた時間
内で理路整然と熱心に質疑応答しているのを見てすごい
なぁと思いました。これからの常陸大宮市の活性化、発
展を目指してしっかりと話し合って欲しいと思います。

　強く印象に残ったのは、常陸大宮市の未来・今後につ
いて、市長さんをはじめ議員さん市職員の多くの方々が、
想像以上に丁寧に詳しく審議し、検討していたことです。
今日の貴重な経験を活かして、自分も何かしら市に貢献
していかなければと思いました。

県立常陸大宮高校３年生47名が
市議会定例会を傍聴しました

《傍聴しての感想》※一部抜粋

３）

３）２）

２）

２）

１） １）１）

　改めて投票の重要性が分かりました。自分の意見を代
弁してくれる議員さんをしっかり選んで、自分の意見を
きちんと市政に反映していただき、みんなが住みやすい
まちづくりを、熱心な話し合いで実現していってもらい
たいと思いました。選挙権を持ったら、積極的に投票し
に行きたいと思いました。
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市町村議会議員セミナー
期　日：平成28年10月24日～ 25日
場　所：市町村職員中央研修所（千葉県）
演　題：「防災と危機管理―期待される地方議会の役割―」ほか
講　師：明治大学名誉教授　中邨　章　氏　ほか
出席者：冨山　和男、三次　弘史、大瀧愛一郎、小原　明彦、黒部　博英

茨城県市議会議長会議員研修会
期　日：平成28年11月15日～ 16日
場　所：鹿島セントラルホテル（神栖市）
演　題：「議会改革の問題点と処方箋」
講　師：廣瀬　和彦　氏　（㈱地方議会総合研究所長）
出席者：掛札　行雄、武石　寿長、田沢　祐男、小森　敏雄、𠮷川　美保

議員研修会
期　日：平成28年12月16日
場　所：市役所　議会会議室
内　容：「ペーパーレス会議システム（デモ）」
講　師：東京インタープレイ㈱　　福吉　稔　氏

研

報

告

修

●平成28年10月28日の茨城県市議会議長会定例会において、
会務の運営と地方自治の伸張発展に尽瘁し、市政の向上振興
に貢献された功績で、茨城県市議会議長より、感謝状が授与
されました。

　　秋山　信夫　議員

感謝状贈呈

実際にタブレットを使用して、ペーパーレス会議のデモ研修
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議会来訪
秋田県大館市議会
会派　平成会
訪問日　　平成28年10月18日（火）
視察内容　（１）常陸大宮市文書館について
　　　　　（２）佐竹家・大館市との関連史跡等
　　　　　　　について

長野県青木村議会
総務建設産業委員会
訪問日　　平成28年11月30日（水）
視察内容　道の駅整備事業について

部垂城跡地に建てられた部垂義元の墓誌を視察し、
大宮小学校５年生・６年生の歓迎を受けました。（大宮小敷地内）

栃木県那須烏山市議会
経済建設常任委員会
訪問日　　平成28年12月22日（木）
視察内容　道の駅整備事業について

岩手県八幡平市議会
会派　日本共産党
訪問日
平成28年10月25日（火）
視察内容
空き家対策について

福島県矢吹町議会
産業民生常任委員会
訪問日　　平成28年11月15日（火）
視察内容　道の駅整備事業について

本市と大館市とのつなが
りは、今より約400年前、
常陸国を支配していた佐
竹氏の秋田国替の際に、
佐竹氏と行動を共にした
一族の小場義成が1610年
に大館城代となったこと
に由来します。

八幡平市
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編
集
後
記

　

今
年
は
穏
や
か
な
正
月
を
迎

え
ま
し
た
が
、
１
月
中
旬
よ
り

数
年
に
一
度
の
大
寒
波
が
日
本

列
島
に
か
か
り
、
日
本
海
側
の

各
地
に
大
雪
警
報
が
出
さ
れ
、

厳
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

し
た
。

　

議
会
広
報
は
市
民
の
皆
様
に

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
よ

う
に
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
沢
山
の
ご
意
見
ご
感

想
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

委
員　

岡
﨑　

欣
也

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
市議会広報は、ホームページでもご覧になれます。

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

議会広報第48号４ページ上段　『財政・まちづくり』の写真
の説明に誤りがありました。お詫びして訂正します。

　　〈誤〉税務推進室　　〈正〉徴収推進室

お詫びと訂正

第１回定例会会期日程（予定）
月日 曜 会　議 事　　　項

2月27日 月 本会議 開会、議案説明　
28日 火 休会 議案調査　　　　　　

3月  1日 水 休会 議案調査

2日 木 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑　　
補正予算

3日 金 本会議
常任委員会

補正予算（委員会審査報告、討論、採決）

6日 月 常任委員会
7日 火 常任委員会
8日 水 予算決算常任委員会 予算審査
9日 木 予算決算常任委員会 予算審査

10日 金 休会 議案調査　　　　　　　　　　　
13日 月 予算決算常任委員会 予算審査
14日 火 予算決算常任委員会 予算審査
15日 水 本会議 一般質問　　　
16日 木 本会議 一般質問
17日 金 休会 議案調査

21日 火 本会議 委員会審査報告、質疑、討論、
採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

議会を傍聴してみませんか？

常陸大宮市内でのロケ収録の模様

連続テレビ小説「ひよっこ」
４月３日から放送

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受
付（４階議会事務局）において、
先着順により交付します。
　傍聴人の定員は30人です。定員
を超えた場合は、４階傍聴ロビー
のモニターでご覧いただけます。

（第４回定例会の傍聴者は延67人
でした。）
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